平成１８年４月１７日

文京区長　煙山　力　殿
新大塚公園を守る会

文京区大塚2-1-12

代表　岡野　薫

　拝啓　時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。日頃は文京区政のためにご尽力頂いておりますことを、心より感謝申し上げます。

　さて、文京区教育委員会が提示しております「区立小・中学校の将来ビジョン（素案）の骨子」では、平成２１年度開校予定の第五中学校及び第七中学校の統合校を、教育センター及び新大塚公園の敷地に建設するとあり、区民の重要な財産である新大塚公園に関する重要事項が検討されております。

　憲法９２条が規定しております地方自治の本旨の一つであります住民自治が示すとおり、地方的事務は住民の意思に基づいて行われなければなりません。地方分権の時代と言われる現代において、区民の意思は区政における最重要の要素です。ですから、「文京区基本構想」においても、「区民参画」を基本理念とし、開かれた区政を進めておられますことは、時代を先取りした素晴らしいことであると心より尊敬申し上げております。それぞれの地域のことを最も熟知しているのは、区民の中でも、それぞれの地域の住民であり、質の高い区政を行うためには、そのような住民の声を聞くことが最も近道であり、正にそのためにこそ、「文の京自治基本条例」を制定されたものであると私たちは理解しております。

　そのような観点から見ますと、「新大塚公園」に関する重要事項を検討するためには、当該公園を最も熟知している近隣住民とともに協議することが良策であると考えます。なぜならば、文京区内の様々な課題を処理しなければならない文京区長というお立場では、細部にわたったきめ細かな検討までなさるのは、あまりにもご負担が重いからです。私たち「新大塚公園を守る会」は、近隣住民によって構成されており、「新大塚公園」について最も熟知しております。私たちと協議していただけるならば、「新大塚公園」に関わる重要事項につきまして、きめ細かな質の高い検討ができるはずです。煙山区長のご負担を軽減しつつ、質の高い区政を実現するお手伝いをさせて頂きたいと思いますので、是非とも、私たちと会見をして頂きますようお願い申し上げます。煙山区長には、これまでも会見を申し入れましたが、残念ながら、ご都合がつかず、実現できませんでしたし、お返事さえもいただいておりません。是非、来週中に私たちと会見をして頂きますよう、今週中にご回答下さい。よろしくお願い申し上げます。
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